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( 科目コード：8902320005CC)

【改訂】第 1 版（2009-03-25）
【科目】CAD

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

木村 清和
勝守 滋夫

【授業目標・教育方針】
近年、パーソナルコンピュータおよびソフトウェアの低廉化・高性能化に伴い、土木分野を含めた工業界で設計にＣ
ＡＤが多く利用され、設計業務の効率化がはかられている。本科目ではパソコンに触れながらＣＡＤを体験して、手
書きの図面と異なった作図方法を理解する。ＣＡＤの高度な応用として景観のシミュレーションなどに利用される三
次元ＣＡＤもあるが、本科目では入門ということで二次元ＣＡＤを使用する。なお、学生一人に 1 台のパソコンが提
供できる環境となっていることから、できるだけ多くの時間をＣＡＤの操作実習にあてるようにする。

【授業概要】
ＣＡＤのソフトには世界標準と言われている AutoCAD LT2002（オートデスク社）を使用する。ＣＡＤの基本となる
線を描く、図形の作成、図形の修正・編集、寸法と文字の配置、画層（レイヤー）の作成、印刷等の操作を習得した
上で、課題作図に入る。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：AutoCAD　LT　2005　建設編：株式会社　ピーディーシステム：ソフトバンクパブリッシング
使って覚える土木ＣＡＤ入門（土木ＣＡＤ教育プログラム標準教科書、山海堂）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
パソコン室で PC を用いた授業
実技科目である

【メッセージ】
多くの卒業生が社会人になって一番役に役に立った授業だと言っています。
是非、CAD で図面が書けるようになってください。
１～約１０回を木村が担当し、残りを勝守先生が担当します。

【備考】
提出課題について他人のデータをコピーして提出した場合には、不正行為とみなし単位を与えない。

【成績評価方法】
［後期］レポート：100%，その他：・実技科目であるため課題 (100%) で評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：CAD）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 イントロダクション CAD とは。CAD の特長。パソコンと Windows の基礎
知識。メールの設定

第 2 回 AutoCAD の画面（プルダウンメニューとツールバー、
ステイタスバーなどユーザーインターフェース）、図
面の開き方と保存の仕方。図面上の長さ。

第 3 回 直線。絶対座標と相対座標。ポリライン。端点、交
点、中点、０スナップ。円・円弧。四辺形。削除と
Undo、Redo。窓選択と交差選択。UNDO

第 4 回 文字の編集。画層。擁壁を描く（直交モード）。均し
コンクリートと基礎砕石（オフセット・端点・線分）。
ページ設定と印刷。

第 5 回 マルチテキストとダイナミック文字記入。ビッグフォ
ント。ハッチング。ブロック挿入。ブロックの分解。
複写。近接点。寸法記入（直列寸法と並列寸法）。図
面のコピーと貼付け。

授業中の課題を提出

第 6 回 いろいろな寸法。図面間コピー。画層の作成。オフ
セット。ブロック挿入。配列複写。鏡像。構築線。寸
法の位置調整。循環で重複オブジェクトを選別。ポー
トレートとランドスケープ。

第 7 回 Zoom ツールバーの常駐。位置合わせのための補助線。
ポリライン。延長とトリム。トラッキング。テキスト
ウインドウのワード文書への貼付け。

授業中の課題を提出

第 8 回 逆トリム・逆延長。面積計算。ダイナミック文字記
入。オブジェクトプロパティ管理。配列複写。

第 9 回 テンプレート作成・課題１作図 テンプレート作成の続き。課題図面自作。
第 10 回 課題その１作図 線の長さ修正。印刷設定。 授業中の課題を提出
第 11 回 課題その１作図 課題その１を提出。
第 12 回 課題その２　よう壁作図 ByLayer の説明、トラッキングを使った描き方、新規

テンプレートの追加保存と新規図面。課題その２。
第 13 回 課題その２　よう壁作図 引出線記入および上付き文字、下付文字、φの記入の

仕方。寸法線の矢印修正変更。
第 14 回 課題その２　よう壁作図 UCS、ブロック、極トラッキング。
第 15 回 課題その２作図、JABEE アン

ケート
課題図面提出
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